




















要約:富山県の平成元年度生まれのコホート研究である富山スタディの 2 回の調査(平成

4 ・ 5 年、平成 8 年)から食生活に関する因子を抽出し、各個人の因子得点の変化と環境

要因及びライフスタイル要因の関連を検討した。祖父母の同居率が高いほど各食品群の摂

取頻度が低く、簡便な食事の摂取頻度が少ない傾向にあり、父親と共に朝食を摂取する割

合が高いほど各食品群の摂取頻度が高く、簡便な食事の摂取が少ない傾向にあった。また、

児の就寝時間が遅いほど、睡眠時間が短いほど各食品群の摂取頻度が低く、簡便な食事の

摂取が多い傾向にあった。


